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土本武司先生に捧ぐ
白鴎大学法科大学院長野畑健太郎
土本武司・前法科大学院長は、検事ご出身で、30年にわたる検事生活を
経て、ご定年前の1988年、最高検察庁から、学界に転身され、筑波大学、
帝京大学等を経て、2005年に本法科大学院教授となられました。
先生ご自身は「自分は骨の髄まで検事になっている」と言われますが、
ご在官中から刑事法学者としての高い評価を受けられた検事であったと
伺っています。事実、検事在官中から刑法・刑事訴訟法に関する数多くの
著書、論文を発表され、日本刑法学会・国際刑法学会でもご活躍され、東
京高等検察庁ご在任中に、判事・検事の中で（唯一人）法学博士の学位を
授与されるなど、学問分野における業績は、検事のなかで群を抜いておら
れます。
先生が学位論文「過失犯の研究一現代的課題の理論と実務」を公刊され
た際、当時の検事総長の伊藤栄樹氏が「推薦のことば」を贈っておられま
す。そのなかに土本先生の研究姿勢を評するお言葉がありますので、ここ
で紹介させていただきます。曰く、「土本武司君の研究の特色はその研究
姿勢にある。体系性や精緻さよりも、実務家として取り扱った事件を通し
ての問題意識を基本とし、それを学問的に昇華させた実践的理論の構築を
目指すという点を特色として指摘することができる」と、土本先生の研究
姿勢の根幹を的確に表現されています。本法科大学院ご在任中、土本先生
の学生に対する教育の基本姿勢もそこにあったといえます。
土本先生の学間を論ずるうえで、先生と牧野英一博士との関係を触れな
いわけにはいきません。牧野英一博士はわが国に新派刑法学の花を咲かせ
ただけでなく、法学の全領域に新風を吹き込み、透徹した論理と新しい思
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想の融合という大事業を推し進めた世界の大学者であると言われますが、
大学在学中に司法試験に合格された土本先生は、牧野博士に誘われて、茅
ケ崎の牧野邸で1年間牧野博士と起居を共にし、直にその教えを受けられ
ました。「自分が牧野先生から学んだ最大のことは、“克己”の精神であ
る」。土本先生が常々言われていることです。牧野博士は、「読むに従って
書き、考えるに従って書き、論難せられるところに就いて則ち書き、支持
を受けるところに就いて又則ち書く」（牧野英一「法律における思想と論
理」547頁）という学問一筋の態度を殆んど死の直前まで連綿として続け
たとされています。このような牧野博士の生き方・姿勢に触れられ、それ
に共感されたことが土本先生の貴重な‘‘原体験”となって‘‘克己”をモッ
トーとする人間形成がなされたと拝察しております。牧野博士の生き方を
継承される土本先生の学問への姿勢が、本法科大学院の学生たちにも強烈
なインパクトを与えたと確信する次第です。
土本先生は2007年本法科大学院の院長になられ、学生の指導に努力を
傾注され、2009年に惜しまれつつ退任されました。本『紀要』は、土本
前院長と共に学生教育に辛苦や喜びを分ち合った教員たちによって編まれ
たものです。
土本先生のご健勝をお祈りしつっ、謹んで本『紀要』を捧げます。
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